
乳用牡楷の経済性に関すろ  

実態調査  

小  林  茂   

近虚わが国の役肉用牛は、矩々減少の一途をたどり、さらに外国に射ける牛肉敷源の不足も伝え  

られ、牛肉価格の暴騰をきたし大きな問題と俊つている。このような情勢から乳用牡確の肉利用が  

増加しわつあり、そ九にはホワイトビールの生産、若合肥背、摩周牛の肥育等ぃろいろの形態があ  

るが、；こく照近始められた猪狩査のて、給与飼料や、常理の方法もぜちせちで、肥育技術も確立さ  

れてh長いのが現状である。そこで、都下の典家に通した乳牛の肥育技術体系争確立する必要があ  

るので、その爽靡を調香し、技術」1縫営上の間頓点を掃出し、普及上の資料を得る目的で本調査  

を‘東独した。  
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1  ホ ワ イ ト ビ ー ル 生産 の  

番例調査  

1．調査鹿家   

調査戯家は青梅市にあつて、■労働力は経営毛（1人 妻（D，5）、長男1）である。蓉義と、そさぃを  

中心とした経営であったが、昭和57鋸から酪農にきりかえた。しかし、飼育頭数が増すにつれて  

労働力にも無理があり、∠ト外事改も多く、収益も余りあがらをかっ虎ので、資本の回転の早いホワ  

イトビールの生産をとカいれ為こととした。   

乙 ホワイトビ⊥ル生産の実態  

（1）来年   

乗牛の体乳 価格は第1衆のとおりであった。  

箔1表  肥 背 未 年  

動物ノ広  導入月 日  体   重   個■  格  極物′塚  導 入 月 日  体   重   価   格   

1・   

5月  

5t〕   4占顆  ＝ d，50日円  L  8   

4月  

9日   50晦   ろCロ0円   

5 ▼   8〝   4 5   ら000   10   10〝   40   5，dOO   

■、：4   11〝   4d   6，フ00   1 ア   
． 

も500   

5   15〝   4く；   ちd〇0   12   12〝   44   る、200   

d   ．15ん   50   10DO   15   

／  18〝   ‘4’7  d，500・  14  15／ノ   
4る‘   d，500  

15  18／′  4占  も500  

1る  1‘8〝  48  d，700  

1－7・  19〝  55  ろ500  

＋ 
1十  ’19〝  ろ200  

∵   25’ん   50  スロ00  

平均  45．4吟   ・ち415円  ＋＋ 475晦   も‘85円   

（21師箱  

飼育箱は、最初閉鎖式の箱を使用したが、通風がわ㌻■るhので」開放式のをつくり、4月導入した  

12東を収容した。  
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（5粁解法   

飼料はデソカビット人工乳だけを使用した。給与機喪にしたがって、1日2回給与した。飲水は  

ノ全線与えなかった。  

r4働青紫働時間   

飼育頭数19頭で、給餌1時間50分、滑掃50分、合計2時間であろた。  

（5）増体成績   

5月導入した7頸の増休成績を示すと第2表のとおわであった。  

第2 表  増 体 成 績 ・  

動物ノ広   †開始時体重  出荷時体重  愛日数  期間中の増体遷  ・1日平均増体盃   

4占顆   140喝   115日   941毎   817グ   

2   dO   158   117   ．98   858   

5   45   1A5   118   1D〔】   847   

4   47   159   128   92   719   

5   4d   144   151   98   748   

占   4d   1J12   155   9d   722   

7   50   1止5   1う：5   95   d90   

平  均   45．4顆   141．5晦   125．5日   95．9t辱  7d5．5タ  

午の成執膚、輸入人工乳を使用した各地にお困る試験成績の所要日数100日前私1日平均増  

体重約1Kダと比較するとか売り悪h。その疎田として、次の点が考えられるっ  

（イ）肥育の途中で飼背箱を改造した。  

b泳を自家水道から市償水道に切りかえた。  

（ノサ甫乳器をとわつける高さをかえた。等の飼胃環境の変化と、禰掃が充分でなぃので、アンモニア  

ガスが充碑して、子牛の健康と発育盆阻零した。せた肥育の後期が梅雨期忙あたわ、飼料の摂取状  

諾がよくたかったためと思われる。  

（d）飼料消音隻畳と要求率7東平均の飼料の消費堤と要求率は第5表のとおりであった。  

窮5表  飼料消費率と変泉率  

増  体  重   飼 料 消 費 景   要  求  率   

9 5．占晦   1る4喝   1．71   
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（7）出荷  

ホワイトビールの生産で一番問題になるのは、生産物の出荷である。   

即ち、一般の食肉業者吼ホワイトビールにつレ「ての知識華乏しく、普通把食肉市場へ出すと、  

スモールと同じ単価か、それよりやや、高い程直で取引声される。   

したがって生産を始める前吼 業者とほつきわした契約を結んでおか左け九ばたらなレ㍉   

この調査例でも契約があレヾ吏いであったので、5月導入の7頭は、ホ．ワイトピールとしで出荷す  

ること窄できたが、残少の12頭は引取力手が夜く、若合肥背の素牛として自家で育成することと  

した。   

（即馨体成績   

占月27日に屠殺した7頭の屠体成績は第4表のとおりであった。  

第4表   層 体 成 績  

屠殺前休養  岳 枝肉寛豊   枝肉 歩留   枝肉 単価   

14t）晦  70顆  5．50円  

71  158  

1「d．5  74  

て59  70  

144  75  

142  75  

145  75  

平均141Kダ  721秒   51．29ら  550門   

伊）牧支計算  

d月27日に出荷した7頭につぃて 収入支出な胃†貸すると第5衷のとかりであった。  

第5衷  収 支 計 算  

項 目  金  額  備  考   項月  金 額  備  考   
収  入   278．50□円  支 出  

ホワイトヒ」・・ル 販競代金   278．5DO   ノ牧内1Kp550円  5∩占K鐸   飼料戟  177．940円   1晦155円1，148晦  
索牛代  44．900   生体塵1相当り14D円  7問  

分  
その他  
責†   

差引  50，5‘0   1頭当の所得   ち225  1日当の所得   Ao5   （505dO÷125．5所噺   
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1頭当わの所得は、ち225円であったが、これは最初の日標1万．円把くらべて、はるか忙少夜  

かった。   

しかし、7頭を1日約40分で哲理し、肥育成紡があせりよくわからなか‘七他にもかかわらず1  

日当り4口5円の所得があったということは、販売ルートさえ確立してhれば、ホワ′丁トピールの  

牡窪は他把比較して有利といえるだろう。   

5．ホワイトビール生産上の問題点   

以上個別農家妃おけるホワイトビ】ル生産の実例を紹介したが、わが由め畜産の新しム分野でも  

あり、技術的、経営的にもいろレろと間風鎮があると思われる。佃別遵家が副菜として、このホウ  

イトピールの燻宛をとりいれることが適当であるかどうか。宕歪縮からいうと、不適当孜要乗が多h  

と思わ九る。その原因として次のことが考えられる。   

（1放幾家が自家蔑の雌子牛を乗牛として肥育する場合1年†制て生東雲れる雅子牛の徽はわづかであ  

り、これを特別に手間をかけて肥帝してもその収益性わずかをもの‘であ■る←‘  

（2）ホワイトビールの生産吼短朋肥育たので蚤本の肺が草ぃと：ihづてもこ認勅と冬期聞は、特  

別に冷暖房完備の畜舎でも作ら覆ぃかぎり、発育戊邑もわズーく茂ろので、この期間をさけるように  

たり、したがって資本回転率もわろくなる。  

（5牲産物の出荷について楓∴生硬を始める酌Ⅵ1芽浮としつかりした契約を結んで如桓ければな  

らかハが、個々の賂家が業者と契約を結ぶということはな中東か茄僅かしぃ。   

以上のように現在の段階では、個々の遊説が自分の家の庭先でホワイトビールの生産を行食うと  

ぃうことはまだ適当ではたぃと思わ九る。  
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